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館内設備（１階：LSI試作）

機械室

プロセス室

LSI試作設備

材料作製室

フォト室

1F
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４インチ試作ライン

館内設備（２階：設計と測定）

大講義室センター外観

電子顕微鏡

マイクロ化実験室

評価設備

2F 後工程設備

システム化技術室 7

1994年設立
延べ床面積 2,000m2

360m2の半導体クリーンルーム

マイクロ化総合技術センターの概要

マスクパターン設計

フォトマスク作成

ウエハ洗浄

ウェハ酸化

フォトレジスト塗布

露光・現像

エッチング

レジスト除去

酸化・拡散

ウェハ検査

ダイシング

マウンティング

ボンディング
半導体
試作品完成

回路設計
LSI設計, LSI製造,
材料評価, 観測, 計測, テストに
必要な設備および装置群をすべて
網羅

装置の台数
約９０台

テスト・
測定

マスク作成

国内でも、数施設のみ・希少な設備・環境！

完全ダウンフロー ＋ 本格的バックヤード（ガス、廃液、純水）



社会人実習セミナーデバイスR&D利用

九州工業大学

全国からデバイス開発者・セミナー受講者・VIPが飯塚へ

センター機能の特長；
・４インチウエハで完全なCMOS LSIを製造
可能な施設
→1990年頃の最先端LSIレベル
→新デバイスのR&Dにも充分利用可能

・手で持てる・作れる。光学顕微鏡で見える。
→半導体技術の全体俯瞰教育には最適

CMOS・センサ・MEMS・新材料
ディープテック・デバイス開発可能

センター運営の特長；
・2018年からオープン利用化を推進
・2023年度、装置利用料＋セミナー収入によ
り運営費の自前化達成→学内特区へ

福岡県飯塚市福岡県飯塚市

学外：106社・研究室＋学内：36研究室 512名（実参加）＋1,902名（遠隔）

2024年3月経団連役員様ご視察

2024年4,10月 Rapidus様特別日程



マイクロ化総合技術センター 1993～
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 設計、試作、評価が可能なマイクロCMOSプロセスの一貫した製造ライン

 クリーンルーム：360平米（現在415平米へ改装中：Ｒ５概算要求）

 設備投資：20億円@1993 (現在新設なら60～億円程度？)
 運営費１.5億円/年（人件費込み）

 2017迄は完全国庫負担（研究センター的運営）、利用者は僅少・限定的、成果は？？

 2018～ オープンな装置利用とリカレント教育推進による社会貢献へ

 研究者（利用者）と管理者の完全な分離と意識改革

 教員＋技術職員から、高度専門職員＋センター雇用職員による運営へ

 新制度設計（キャリアパス、インセンティブ、産学連携）による人的資源の最大活性化

 現在 自己収入の拡大と学内特区化による完全自立運営へ

 大学の枠を超えたマイクロデバイスのR&Dプラットフォーム

 全国の半導体トップ企業から受講者が集まる高度半導体人材育成拠点

 2024～学内特区化：収益の年度繰越可、大学からの自立運営、インセンティブの強化
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マイクロ化総合技術センターの学外利用実績

学内
13%

他大学
16%

外部・企業等
71%

2023年度利用料収入内訳

(50,419千円 )

学外：106社・研究室 ＋ 学内：36研究室
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最先端半導体製造工場は高度に自動化が
進み、ブラックボックス化されている。

1

2

2018年以降、実参加型56回の実施、
日本全国の様々な半導体関連企業等から
512名の社会人が飯塚へ
（遠隔版セミナー：2020年度以降15回、1902名が受講）

 人手で持てる/作れる/光顕で見える4-inch、1-
μmプロセスでCMOS ICを自ら試作し、測定ま
で行う

 μmクラスのCRで、nmクラスの国内最先端企
業のリカレント教育を実施

 国立高専機構との連携 ⇒ 指導人材育成も

半導体技術も分野毎に極細分化され、全体
を俯瞰できる人材の養成が急務

4日間のCMOS IC試作実習

2023年10月 ソニーGr様（特別日程)



社会人向け実習セミナーを毎月開催

最先端ではないところがポイント：
・4-inchウエハ使用 (直接ハンドリング可能)
・1-μm ポリシリゲート 1層アルミCMOSプロセス（光学目視可能）

レジスト塗布

光学
顕微鏡

エッチング

イオン注入
熱酸化

・4日間でCMOS ICを自ら試作
・最終日に測定実施
・ダイシングしたチップを進呈

光学露光

マニュアル測定

完成ウエハ

リソ工程

現像

成膜
（スパッタ）
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1日目（火） 2日目（水） 3日目（木） 4日目（金）
9:00 9 9 プロセス講義 9 座学など（講義室）

CMOSプロセス実習

周辺装置実習・見学

昼食・休憩
10:00 10 10 10

開始10:30 御挨拶 CRユーティリティ見学

11:00 11 11 11

12:00 12 12 12

13:00 13 13 13

休憩

14:00 14 14 14

15:00 15 15 15

16:00

17:00 17 17 17

2024年度　マイクロ化総合技術センター　製造中核人材育成セミナー日程

プロセス講義

実習生プロセス
・フォトリソ（2回目）
・イオン注入

プロセス講義

実習生プロセス
・フォトリソ（4回目）

実習生プロセス
・エッチング（Metal-RIE）
・レジスト除去（WET)
・Alシンタリング

オリエンテーション

デバイス講義

クリーンルーム入室・見学

安全教育
CMOSプロセス実習　まとめ
（記念撮影）

昼食
Lunch

プロセス講義
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実習生プロセス
・フォトリソ（１回目）

昼食
Lunch

設計講義

プロセス講義
周辺装置実習
・ダイサー/ワイヤーボンディング

測定実習説明
・測定デバイス、結果予測など

測定実習
・nMOS、pMOS静特性
・インバータ静特性
・リングオシレータ測定

修了証授与
終了16：00
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休憩

休憩

実習生プロセス
・RCA洗浄
・拡散炉

休憩

実習生プロセス
・エッチング（Si-RIE、BHF）　　・
フォトレジスト除去
・スパッタリング
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Q&A （自由参加） Q&A （自由参加） Q&A （自由参加）

周辺装置実習
FIB-SEM
・FIB-SEMの紹介
・既存CMOSチップの観察、FIB加工実習生プロセス

・エッチング（Metal-RIE）
・フォトレジスト除去（PR） プロセス講義

実習生プロセス
・PE-CVD
・膜厚測定

実習生プロセス
・フォトリソ（3回目）

周辺装置実習
・マスクレス露光装置

休憩

プロセス講義

昼食
Lunch

昼食
Lunch

館内・館外ユーティリティ見学
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試作体験に加えて座学、施設見学、後工程、測定等を含む4日間の総合コース



2024年8月 国立高専機構教員特別日程 2024年6月九州電力会長様特別日程

全国から注目・トップレベル企業から参加者 主たるリピート受講企業
実参加型：ソニーGr、ラピダス 遠隔型：キオクシア

2024年度 Rapidus様 特別日程（2024.4/16-19)
2024年度 九州電力株式会社様 特別日程（2024.6/14)

北海道８

2018.4～2024.8 社会人セミナー（プロセス） 受講者４３０名

茨城４

千葉３
東京５５

神奈川９９三重３

福井１２兵庫３０

滋賀１

大阪１３
香川２

佐賀９

長崎２３

熊本６

宮崎２鹿児島５

大分８

福岡市７７

糸島市１

大牟田市２

糟屋郡５

北九州市１５

静岡１

飯塚市１９

山形２

新潟１

群馬２

山口３

沖縄２

久留米市６

京都６

岡山１

埼玉２

宮城１

広島２

愛知４

愛媛１

岩手１

青森１

石川１

福島１

和歌山１

直方市１

筑後市１

遠隔セミナー (1,802名)
 12(2020)→350(2021) →537(2022) →592(2023) →357(202４.8)

現在までに、512名（実参加型：56回）＋1,902名（遠隔型：15回）

・遠隔版セミナーの拡大 → 福岡県内企業
・1日VIPコースの展開 → 経営層、金融

半導体実習セミナーの全国展開



遠隔版セミナーの概要

10キオクシア（株）様の新入社員全員教育へ採用(2022～)



半導体設計人材教育（中高～大学・院～社会人）

〇新たな設計セミナープログラムを構築（２０２５年度開始）
マイクロ化総合技術センターの製造ラインにより試作可能な1.0um CMOS  2層配線ルールで、

LSIの設計を行い、試作LSIの評価まで行います。未経験者でも、担当教員による設計指導とサポー
トを受けることができ、2.0x2.0mm角のLSIチップを完成させます。トランジスタレベルの回路設計、

回路シミュレーション、レイアウト設計、レイアウト検証等の設計ツールは全て内製またはフリーソフト
を利用します。独自デバイスの 企画、設計、試作、評価 をリスキリングすることで、半導体を熟知し
た新世代デジタル人材を育成します。

（１） 回路設計 （２） レイアウト設計

（自ら試作も可能）

（３） 評価

配線多層化
化学機械
研磨装置（CMP）導入

KPI(2022→2028)：
・セミナー受講者：700→2,100名/年
・リカレント・リスキル教育プログラム：1→5件
・社会人ドクター受入数：0→10名

半導体中核人材リスキリング推進室設置
・スタッフ拡充によりセミナー・試作の2重
化を実現

３



北海道８

2018.4～2024.8 社会人セミナー（プロセス） 受講者４３０名
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12(2020)→350(2021) →537(2022) →592(2023) →357(202４.8)
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産学連
携本部

外部研究資金

教育・
研究

・大学の枠を超えたマイクロデバイスのR&Dプラットフォーム
・全国から受講者が集まる高度半導体人材育成拠点

地域企業等
研究・開発支援

・外部利用者１０６団体（全国から）

情報

教育・研究支援

学内３６研究室
教育・研究利用

企業向け
社会人教育

（リカレント教育）

実地教育

設備利用
支援

近隣他大学
との連携

・九大、熊大、長崎大、北大・・・
・北九州学研都市（早大,北九州市立大）

教育支援
設備利用支援

国立高専機構と
の連携

学部
大学院

九州地区コンソー
シアムとの連携

・九州経済連合会「新生シリコンアイランド九州：半導体戦略
専門部会」
・九州経済産業局「九州半導体人材育成等コンソーシアム」
・福岡県「福岡県グリーンデバイス開発・生産拠点協議会」
・北九州市「北九州半導体ネットワーク」
・長崎県「ながさき半導体ネットワーク」

地域拠点
連携

・FAIS共同開発センター
・糸島3次元実装センター
・システム開発カレッジ
・産総研九州センター

・福岡県、北九州市
福岡市、飯塚市

自治体との
連携

連携
連携・人材育成教育

マイクロ化総合技術センターの活動展開

半導体人材育成・
イノベーション推進特区
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